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第９次中期経営計画（平成２６～２８年度）について 

 

１． 経営基本方針 

～「高信頼性鋼の山陽」のブランド力の更なる向上による企業価値の増大と成長を目指して～ 

◇ グローバル競争に打ち勝つための企業体質の更なる強化 

◇ 技術先進性の拡大 

   ◇ 鋼材事業の持続的成長と非鋼材事業の強化によるトータル収益力の向上 

 

国際コスト競争力及び研究開発力・品質対応力・納期対応力・システム基盤等の非価格競争力を強化

することで、グローバル競争に打ち勝てる企業体質の構築を図る。これにより、鋼材事業では、拡大が

予想される特殊鋼需要を確実に捕捉し、第７次・第８次中期経営計画で整備した設備能力を活かして事

業収益を増大する。また、非鋼材事業には積極的に経営資源を投入し、業容拡大することで、グループ

トータルの収益力強化を図る。 
さらに、あらゆる経済環境下でも最善の収益を確保し得る、上下方とも弾力性のある、強靭な企業体

質の構築を目指す。 
 

２．連結経営数値目標 

（億円） 

 H25 年度 H28 年度（計画） 増減 

売上高 １，６１６ ２，０００ ３８４

営業利益 ６９ １５０ ８１

経常利益 ６７ １５０ ８３

当期純利益 ４１ ９０ ４９

総資産 ２，０３５ ２，０００ △３５

有利子負債(ﾈｯﾄ) ４７８ ３５０ △１２８

ＲＯＳ ４．２％ ７．５％ ３．３％

ＲＯＥ ４．１％ ７．５％ ３．４％

減価償却費 １１０ １００ △１０

ＥＢＩＴＤＡ １７９ ２５０ ７１

Ｄ／Ｅレシオ ０．４６ ０．３０ ０．１６

販売数量 ８．７万㌧／月 １０万㌧／月 １．３万㌧／月

 

３．重点施策 

１）成長戦略の推進 

  （１）鋼材事業 
国内外でビジネスを展開する需要家のニーズを的確に把握し、非価格競争力のある製品を適切に

供給することにより、需要家の競争力向上に貢献すると共に、当社グループの利益成長を図る。と

りわけ成長著しい東アジアにおける有効かつ具体的なサプライチェーンを早期に確立する。 
  （２）非鋼材事業 

積極的に経営資源を投入し、売上規模を平成 25 年度比約 1.6 倍に拡大する。 

 

[主要前提] 

・鉄スクラップ価格 

 H25 年度第３Ｑ平均並

 (40 千円／t) 

・製品単価 

 H25 年度第３Ｑ平均並

・為替 100 円/$ 
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２）グローバル競争力の強化 

 （１）非価格競争力の強化 

 高機能な差別化商品や製造技術の開発及び顧客潜在ニーズを先取りした的確・タイムリーな商品

群の整備など、先の先を見据えた技術先進性の拡大を推進し、研究開発力・品質対応力・納期対応

力・対ユーザー提案力を維持・拡大することで、需要家のニーズに応える。 
また、最新の情報とＩＴ技術を取り入れ、基盤業務システムの刷新を行う。 

 

（２）国際コスト競争力の強化 

第８次中期経営計画に引き続き、コスト削減を粘り強く進める。また、省力化投資、コスト削減

投資等により、下方弾力性を向上させる。 
 
 （３）適正なマージンの確保 

従来の鉄スクラップサーチャージ制度に加え、電力・ＬＮＧ価格上昇分の販売価格への反映を図

る。 
 
３）持続的成長を実現するための人材育成 

事業環境のグローバル化とそれに伴う国際競争の激化に対応しうる人材を計画的に育成する。 

また、ワーク・ライフ・バランスの推進と女性社員が活躍できる環境づくり等の施策は引き続き実施

する。 

 

４）投資 

戦略投資枠（主として研究開発、非鋼材セグメントの強化、東アジア等の海外投資 他）、基盤投資枠

（主として品質対応、省力化投資、省エネ等コスト削減投資、システム基盤投資 他）、必須投資枠（主

として老朽更新、安全環境対応、法規制対応 他）の３つの枠を設定し、各々100 億円／3 年を目処と

して実行する。 

 

【参考】 

・経常利益改善（○８３億円）の内訳            （億円） 

増益要因 販売数量・構成 ○５０ 減益要因 環境悪化リスク ×５０

 変動費コストダウン ○６０   

 非鋼材事業収益増 ○２３   

 計（Ａ） ○１３３  計（Ｂ） ×５０

   差 引（Ａ－Ｂ） ○８３

 

・セグメント別内訳（売上高、営業利益）        （億円） 

 H25 年度 H28 年度(計画) 増減 

 売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益 

鋼 材 １，４４５ ４１ １，７００ ９５ ２５５ ５４

特殊材 ７６ １３ １４０ ２０ ６４ ７

素形材 １９０ １９ ２９５ ３５ １０５ １６

その他 １３ １ １５ ０ ２ ▲１

調整額 ▲１０８ ▲５ ▲１５０ ０ ▲４２ ５

計 １，６１６ ６９ ２，０００ １５０ ３８４ ８１

 


